










This report will report over the outcome in 2020 in the field of the real estate science education by KAMI-
NOYAMA Project which the Faculty of Real Estate Sciences, Meikai University is working on now.
The features of KAMINOYAMA Project are as follows:
(1) To be the project which has started with the graduate's initiative.
(2) To be the cooperation project of industry-university-local government.
(3) To be the project which makes community building in general in Kaminoyama City as well as vacant 
lots and vacant houses measure the subject.
(4) To be as the place where teacher's knowledge and experience are utilized, as well as, be the project 
utilized as a place by the student's learning through an internship and a seminar.
Contents of this interim report are 1. The purpose of the report, 2. Passage of the project, 3. Report meeting 



























































































これらの成果は、令和 2 年（2020 年）
































































































































































表－１　5 カ所の「点」と 6 つの学生提案
提案 旧施設･位置（5カ所の点） 再生された施設 内容
① 旧トキワ館（映画館） 道の駅（観光総合施設） レセプション／休憩／地域連携／情報発信






















































































































































































とする。パフェは一食 1,000 円～ 2,000
円の想定である。座席数 28 席、客単価













739,081 円（約 73.9 万円）になる。
月間売上額 100.8 万円と月間支出額約






































































































12 ～ 17 万円程度となる。
（4）事業全体の収入
民泊の収入（101,000 円）とキッチン






































































ると、4 年 3 ヶ月で修繕費（200 万円）を
回収できる計算となる。4 年 3 ヵ月以降
は、6 万円の内、3 万円が蔵所有者の収
入、1 万円が事務手数料、残る 2 万円は
修繕費として積立てる。月々 2 万円づつ





























































































































































































































写真－ 11　芝生張り作業をする学生 写真－ 12　芝生張り作業をする学生
写真－ 13 　完成した八幡丁ワクワク広場
（奥に見えるのが蔵王山）
写真－ 14　運営停止した澤の湯共同浴場
9月6日（日）
10:00 ～ 15:00：男子学生は、鏡副主幹、
渡辺理事長ほかの案内で、レンタサイク
ルで市内の空き家見学をしながら、楢下
宿（ならげじゅく）までサイクリングを
実施した。楢下宿は、江戸時代に羽州街
道の宿場町として大いに栄えた場所であ
り、現在、数件の旧家が保存されている。
かみのやま温泉駅からは17km 離れた位
置にあるので、市役所としてはサイクリ
ングを活用した宿場町の再生を構想して
おり、これも学生たちの研究テーマの一
つとして見学した。
10:00 ～ 12:00：女子学生は、周藤教授
の引率で蔵のある住宅など市内調査を実
施した。
― 75 ―
13:00 ～ 15:00：午前に引き続き、女子
学生は市内調査を実施し、古民家をリノ
ベーションして市外から移住してきた渡
部夫妻が経営する自然食レストラン厩戸
（うまやど）を訪問した。
写真－ 15 　古民家をリノベーションした自
然食レストラン厩戸（うまやど）
後期のゼミは、フィールドワークの成
果を踏まえ、学生各自が具体的なテーマ
を選択し、空き地・空き家問題やまちづ
くりに関する対策の提案を検討してい
る。
その検討結果は、上山市役所及びかみ
のやまランドバンクに対し学生提案の形
で報告することとしている。
本稿は、科研費基盤研究 ⒞ 20K12302
の研究成果の一部であり、2020 年度宮
田研究奨励金（特別研究費）による成果
である。
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